

















のように， 1"四方域 (Geviert)Jは， ~老子J 第 25 章のいわゆる「四大」を
下敷きにしたものである。また， ~同一性と差異性」や「フライフボルク講演」
では， 1"道」が口ゴスやEreignisと問機，翻訳不可能である (GA1，15， GA 
79， 125)， という言明があり 2) 1"言葉の本質」では， 1"道」の訳語として























































































































デガー は， i根底として現れているもの」という ir形而よ学とは何であるか』
への序論」の表現について，第五版で， i非根底つまり接直としての存在」

















Das Stoffliche birgt Nutzbarkeit; 




Das Seiende ergibt die Brauchbarkeit 








Aus Ton entstehen Tδpfe， 
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Aus dem Ton ent-stehen die Gefaβe， 
Aber das Leere in ihnen gewahrt das Sein des Gefascs. 
粘土から容器が生まれる(切り離されて立てられる)が，
その空調が零器の存在を許し与える。
容れ物 (Topfe)が容器 (Gefaβe)に変わっているのは， iブレーメン連
続講演」などの用例20)と関連があることをうかがわせる。


















蔵する山並み (dasGebirg des Seins)なのであるJと述べる (GA79， 17-
18， GA 7， 180)ω。死すべきものどもは，大地，天空，神的なものどもとと
もに，物にやどる世界，四方城 (Geviert)を構成する。












ざす古語が一つあるO それはティング (thing) という言葉である。























このうち. 1"勿」は「物j. 1"又」は「有j. 1"亡27)jは「無Jの通仮字だと




















































































が語る「精神の独白」に， r幽霊的な二重性 (duplicitespectrale) J， r内在
的なある外部，または内面にある外在性」を読み込もうとするのだ4叫0的)
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